
海事産業集約連携促進技術開発支援事業

事業内容

○ 次世代船舶の熾烈な国際開発競争

○ 内航海運の労働環境改善

（ゼロエミッション船）

●技術開発による国際競争力の強化 ●経済活動の根幹となる船舶輸送能力の強化

喫緊の課題 システムインテグレータの育成

造船法に基づく「事業基盤強化計画」の策定を前提とした
技術開発を支援（１／２以内補助）

海事産業をめぐっては、自動運航船やゼロエミッション船などの次世代船舶をめぐる熾烈な国際開発競争や内航海運の労働環境改善といったことが喫緊の課題。
これらの課題解決には、技術開発を支援するとともに、事業者間の連携を促進することが重要。

（自動運航船）

○ 高度化する船舶システム全体を設計

自動運航船
○ 複数の機器が重層的に機能する自動運航システムを評価・検証できるシミュレーション環境の構築
→ 効率的な評価検証環境が構築されることにより、自動運航システムの開発を促進
ゼロエミッション船
○ 水素燃料を使用するエンジンの燃焼技術や、燃料噴射の最適制御、燃料供給システムの設計

に必要な要素技術の開発
→ 水素燃料推進プラントの設計に必要な技術の確立
内航近代化
○ モニタリングデータによりエンジン等の故障原因の推定・復旧方法の選択・判断を遠隔で行うシステム等の開発
○ 荷役のデータ収集から活用に至るまで、遠隔で管理するシステム等の開発
→   ヒューマンエラーの低減や長時間労働の軽減のような船員の労働環境改善に貢献

舶用工業

海運 IT

造船

（衝突危険領域表示機能）（避航経路策定機能）

(燃焼技術) (燃料噴射弁試験装置)

事業者間の連携促進

高度化する船舶システムが適切に機能するよう、事業者間の連携の促進に資するシステムインテグレータの育成を図りつつ、以下の技術開発を行う。

(荷役データ)(機関データ)

参考


